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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【公表番号】特表2003-530144(P2003-530144A)
【公表日】平成15年10月14日(2003.10.14)
【出願番号】特願2001-542857(P2001-542857)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｆ   9/007    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｆ   9/00    ５５０　
   Ａ６１Ｆ   9/00    ５７０　

【手続補正書】
【提出日】平成20年4月7日(2008.4.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　眼の病気を治療するための装置であって、
　眼の中のシュレム管を非侵襲的に位置決めする位置決め手段と、
　シュレム管の特定された組織空間に進行するように前記位置決め手段と連結した微小手
術装置と、を含む装置。
　　【請求項２】　前記微小手術装置が前記位置決め手段の制御下にある、請求項１記載
の装置。
　　【請求項３】　前記位置決め手段が、強膜を超音波調査するための装置を含む、請求
項１記載の装置。
　　【請求項４】　前記位置決め手段が、超音波画像システムを含む、請求項１記載の装
置。
　　【請求項５】　前記位置決め手段が、画像によらない超音波検出システムを含む、請
求項１記載の装置。
　　【請求項６】　前記位置決め手段が、１０ＭＨｚより大きい超音波周波数で強膜を調
査するための超音波装置を含む、請求項１記載の装置。
　　【請求項７】　前記位置決め手段が、少なくとも４０ＭＨｚの超音波周波数で強膜を
調査するための超音波装置を含む、請求項１記載の装置。
　　【請求項８】　前記位置決め手段が、眼房水に導入された超音波造影剤トレーサーを
利用する、請求項３記載の装置。
　　【請求項９】　前記位置決め手段が、強膜を調査するための画像によらない超音波装
置を含む、請求項１記載の装置。
　　【請求項１０】　前記位置決め手段が、トランスデューサ位置を誘導するための信号
手段を備えたトランスデューサアセンブリーを含む、請求項９記載の装置。
　　【請求項１１】　前記位置決め手段が、眼の中のシュレム管を非侵襲的に位置決めす
るための光学的画像装置を含む、請求項１記載の装置。
　　【請求項１２】　前記光学的画像装置が、高輝度白色光源を含む、請求項１１記載の
装置。
　　【請求項１３】　前記光学的画像装置が、光学的に干渉性の光源を含む、請求項１１
記載の装置。
　　【請求項１４】　前記光学的画像装置が、光ファイバー装置を含む、請求項１１記載
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の装置。
　　【請求項１５】　前記光学的画像装置が、光線の可視波長による検出を利用する、請
求項１１記載の装置。
　　【請求項１６】　前記光学的画像装置が、赤外波長による検出を利用する、請求項１
１記載の装置。
　　【請求項１７】　前記光学的画像装置が、眼房水中の蛍光トレーサーの光学的画像形
成を利用する、請求項１１記載の装置。
　　【請求項１８】　前記位置決め手段の組織に接触する面が、眼の表面に接近させるた
めに湾曲している、請求項１記載の装置。
　　【請求項１９】　前記位置決め手段の組織に接触する面が、トランスデューサ面上で
のカップリング液の配置を維持して該位置決め手段と組織表面との間のエネルギー転移を
助ける円周方向の隆起部分を含む、請求項１記載の装置。
　　【請求項２０】　眼の病気を治療するための装置であって、
　眼の中のシュレム管を非侵襲的に位置決めする位置決め手段と、
　シュレム管の特定された組織空間に横滑り可能に進行するように前記位置決め手段と連
結した微小カニューレと、を含む装置。
　　【請求項２１】　前記微小カニューレが、外径２００ミクロン未満である、請求項２
０記載の装置。
　　【請求項２２】　前記微小カニューレが、眼の中のシュレム管面から０～３０度の角
度で前記位置決め手段と連結した、請求項２０記載の装置。
　　【請求項２３】　前記位置決め手段に対する前記微小カニューレの角度が調節可能で
ある、請求項２０記載の装置。
　　【請求項２４】　前記位置決め手段および前記微小カニューレが単一構造体内に配置
されている、請求項２０記載の装置。
　　【請求項２５】　前記微小カニューレが、クリップ機構によって前記位置決め手段と
連結した、請求項２０記載の装置。
　　【請求項２６】　前記微小カニューレの遠位部分が、シュレム管の湾曲を収容するよ
うに湾曲している、請求項２０記載の装置。
　　【請求項２７】　前記微小カニューレが、眼の強膜を貫通するための切断用先端を組
み入れている、請求項２０記載の装置。
　　【請求項２８】　前記微小カニューレが、外側のシースと内側のカニューレとを含む
、請求項２０記載の装置。
　　【請求項２９】　前記内側のカニューレが、眼の強膜を貫通するための切断用先端を
組み入れている、請求項２８記載の装置。
　　【請求項３０】　前記外側のシースが硬い管を含む、請求項２９記載の装置。
　　【請求項３１】　前記外側のシースが、可撓性の管を含む、請求項２９記載の装置。
　　【請求項３２】　眼の病気を治療するための装置であって、
　シュレム管を非侵襲的に位置決めする位置決め手段と、
　シュレム管の特定された組織空間に進行するように前記位置決め手段と連結した微小カ
ニューレと、
　前記微小カニューレの先端の拡張機構と、を含む装置。
　　【請求項３３】　前記拡張機構が、拡張バルーンを含む、請求項３２記載の装置。
　　【請求項３４】　前記拡張機構が、微小カニューレに拡張性先端を含む、請求項３２
記載の装置。
　　【請求項３５】　前記拡張機構が、径が連続的に大きくなる一連の入れ子式カニュー
レを含む、請求項３２記載の装置。
　　【請求項３６】　前記拡張機構が、径が連続的に増加するステップを有する細長い棒
を含む、請求項３２記載の装置。
　　【請求項３７】　前記微小カニューレが、前記位置決め手段と同軸で連結した、請求
項３２記載の装置。
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　　【請求項３８】　眼の病気を治療するための装置であって、
　シュレム管を非侵襲的に位置決めする位置決め手段と、
　シュレム管の特定された組織空間に進行するように前記位置決め手段と連結した微小カ
ニューレと、
　シュレム管内に供給されるインプラントと、を含む装置。
　　【請求項３９】　前記インプラントが拡張型ステントを含む、請求項３８記載の装置
。
　　【請求項４０】　前記インプラントが微粒子を含む、請求項３８記載の装置。
　　【請求項４１】　前記インプラントが薬物放出物質を含む、請求項３８記載の装置。
　　【請求項４２】　前記ステントが生分解性材料を含む、請求項３９記載の装置。
　　【請求項４３】　前記微粒子が生分解性材料を含む、請求項４０記載の装置。
　　【請求項４４】　前記薬物放出物質が、緑内障の治療に効果的な薬物を含有する、請
求項４１記載の装置。
　　【請求項４５】　眼の病気を治療するための装置であって、
　シュレム管を非侵襲的に位置決めする位置決め手段と、
　シュレム管の特定された組織空間に進行するように前記位置決め手段と連結した微小カ
ニューレと、
　眼の小柱網上で手術方法を実施するために、前記微小カニューレを通して供給される構
造物と、を含む装置。
　　【請求項４６】　前記構造物が組織を切断するための手術用具を含む、請求項４５記
載の装置。
　　【請求項４７】　前記構造物が光ファイバー装置を含む、請求項４５記載の装置。
　　【請求項４８】　前記光ファイバー装置が画像形成ファイバーである、請求項４７記
載の装置。
　　【請求項４９】　前記光ファイバー装置が照射用ファイバーである、請求項４７記載
の装置。
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